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図版１

１．墳丘�調査前（南東から）
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２．拡張区�調査前（南から）



図版２

全景（南から）
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図版３

２．拡張区　北壁（南から）
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１．全景（南から）



図版４

１．拡張区　北壁・東壁（南西から）

２．拡張区　北壁・西壁（南東から）
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図版５

１．拡張区　南壁・東壁（北西から）
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２．拡張区　南壁・西壁（北東から）



図版６

１．拡張区　東壁（西から）

２．拡張区　西壁（東から）

ᣑ
ᙇ
༊
ቨ
㠃
（
４
）



図版７

１．㹄９グリッド　㤿ලฟ土≧ἣ（南東から）

２．㹄９グリッド　㤿ලฟ土≧ἣ（東から）
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図版８

１．㹄９グリッド　須恵器片ฟ土≧ἣ（南東から）

２．㹄10グリッド　須恵器片ฟ土≧ἣ（南から）
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図版９

１．㹄９・㹄10グリッド�須恵器片ฟ土≧ἣ（東から）
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２．㹄 10 グリッド�須恵器片ฟ土≧ἣ（東から）



図版 10

２．㹄９グリッド�　須恵器片ฟ土≧ἣ（東から）

５．㹄 11 グリッド�須恵器片ฟ土≧ἣ（東から）４．㹄９グリッド　須恵器片ฟ土≧ἣ（南東から）
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３．㹁11グリッド　須恵器片ฟ土≧ἣ（北から）

１．㹄 10 グリッド　須恵器片ฟ土≧ἣ（東から）
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図版１
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１．墳丘　調査前（南から）

２．墳丘　調査後（南から）



図版２
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１．南壁（北から）

２．南側拡張区　全景（北西から）



図版３

２．拡張区　石室背面の石積み（西から）

１．北壁（南から）
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図版４
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過年度調査時復原（東から）
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全景（東から）
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１．拡張区　石室背面の石積み（東から）

２．拡張区　北側断ち割り（東から）



図版７

第
Ⅲ
ト
レ
ン
チ
（
５
）

１．Ａ２・Ｍ２グリッド北壁（南から）

２．Ｎ２・Ｏ２グリッド北壁（南から）
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１．Ｐ２・Ｑ２グリッド北壁（南から）

２．Ｒ２・Ｓ２グリッド北壁（南から）
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１．全景（南東から）

２．全景（北から）
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要　約
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